
 
 
 

与えられた資料を表やグラフで適切に表し、資料の特徴を 

読み取り、表やグラフで表すことのよさを考えることができ

る。 
 

 

 
① めあてをつかませるための問いかけ 

 1時間の授業を充実させ学びを深めるために、教員の「なぜ」という問い

かけと児童の「どうしてかというと」のやりとりを行っていく。例えば、学

習問題を提示し、「なぜ表を棒グラフにしたのだろうか。」と問いかけ、棒グ

ラフのほうが数量の差が見やすいということを導入で児童に気付かせる。ま

た、「なぜ」を問いかけることで児童は「どうしてか」を考えることができ、

資料への興味や学習への意欲につなげていく。 

 

② 考えを深めるための問いかけ 

本時では、「表B（二次元表）のよさはなんですか。」と問い、児童に表の

よさを考えさせる。その前の学習活動では、二次元表のよさにつながるよう

に、表から読み取れることを児童へ問いかける。その問いかけを通して、「つ

まり表Bのよさはこういうことではないか。」と自分の言葉でまとめること

ができるようにする。 

 

③ まとめをつくるための問いかけ 

  児童が学習を通して分かったことを言葉でまとめるために、振り返りから

キーワードを探し、まとめをつくるという学習の流れを毎時間行う。めあて

に対応したまとめをつくるために、めあてを再度確認し、どのようなまとめ

がよいか考える。「まとめをつくるためのキーワードはなんですか。」と児童

に問い、児童の言葉から全員で納得できるまとめをつくり、児童が主体的に

学習を振り返ることができるようにする。 
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・ロイロノートで表を重ねられるのが分

かりやすかった。 

・A と B の問題を出したことで表の違い

を、子どもが見つけやすかった。 

・考えを深めるための問いかけによって、

全員が、振り返りやまとめを書くことが

できた。 

・「上の表と下の表どちらが見やす

い？どうして？」などの理由を

考えるようにする問いかけをす

ることで「よさ」というめあてに

せまることができた。 

・大原小学校保健室での実際のデ

ータを出したことで、子どもの

興味関心を引くことができた。 

 

・児童にはもっと「なぜ」「どう

して」などの問いかけをした

り、一問一答で発問したりする

と授業が深まった。 

・まとめを児童の言葉でまとめ

られるよう、「めあてに戻って

振り返りを書こう。」などの言

葉掛けをしたい。 

教科書の 

資料 


